Vat染色過程の基礎的研究に基づく綿ニット全自動液流染色機の開発 by 若生, 寛志
別紙様式第３号                             No.1 
博 士 論 文 内 容 の 要 旨 
 
専攻名   ファイバーアメニティ工学    
 
講座名 インテリジェントファイバー工学   
 
氏 名     若生 寛志         
 
 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること。） 
     Vat 染色過程の基礎的研究に基づく綿ニット全自動液流染色機の開発      
                                         
                                         
 
 ２ 要  旨（和文 2,000 字程度又は英文 800 語程度にまとめること。） 












































度は 80℃で染色した後、60℃まで徐冷して 20 分保持した条件が最も濃く染まることがわ
かった。 









 第 7 章は本研究で得られた結論を述べた。 
 
